
平成26年度 老人保健健康増進等事業 採択事業一覧（NRIが採択された5つの事業）
[image: image1.png]e BN ESHEPR




	事業No.
	区分番号
	事業名
	事業実施目的・事業内容

	82
	第１－５
	地域包括ケアシステム構築に向けた在宅医療・介護連携の推進における、市町村支援ツールの作成に関する調査研究事業
	在宅医療・介護連携の推進において今後中心的な役割を担うことになる市町村の実践能力等の向上を目指し、全国の在宅医療・介護連携に関する優良取組事例を収集・分類し、各事例の詳細な実態を把握した上で、市町村が参考資料として活用できる報告書（ツール）としてとりまとめる。

	83
	第１－47
	不動産を活用した補足給付の見直し等に関する調査研究
	介護保険部会において、補足給付に関しても資産等を勘案すべきとの方向性がなされたが、不動産に関しては、実務上の課題も多く、引き続き検討が必要とされた。
これを踏まえ、不動産資産の把握及び不動産を担保とした貸付業務の制度化に関し、実務面の課題を踏まえ、どのような制度化が望ましいかについて、有識者等で構成される委員会を設置し、実効性と実現可能性を兼ね備えた制度のあり方について議論し、方向性や実現のための課題等をまとめる。


	84
	第２－４
	高齢者向け住まいが果たしている
機能・役割等に関する実態調査
	有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅等の高齢者向け住まいが果たしている機能・役割の実態を把握するため、以下のような内容を含む実態調査を行うとともに、地域毎の役割の差異などに着目して類型比較・分析等を行う。
・「住まい」に関する基本情報（施設類型、地域、定員規模、入居率 等）

・ケアプラン作成方法

・ケアプラン作成を担うケアマネジャーと高齢者向け住まいの職員との情報連携

・重度化対応、認知症対応、医療対応、看取りへの対応等の実態　　　　　　　　　　等

	85
	第２－18
	認知症の人の介護に対する効果的な支援の実施に関する調査研究事業
	介護者の負担軽減方策の検討を進めるため、平成25年度の認知症介護者の調査結果から、介護者の方の負担感に寄与している要因を分析・抽出する。
また、認知症の人の介護者に対する支援の先進事例調査を行い、その成功要因（KFS）の把握により、運営主体、財源、活動維持・拡大の仕掛け、利用実態、評価と課題等の施策化のポイントを明らかにする。

	86
	第２－30
	医療・介護分野における都道府県が行う市町村支援の好事例の収集に
関する調査研究事業
	医療・介護分野における都道府県（保健所等）による市町村支援の好事例を収集し、各事例の詳細な実態（課題や苦労話も含む）を把握して、今後のあり方につながる示唆をまとめる。
なお分野としては、在宅医療・介護連携、病院・介護支援専門員連携、介護予防等を想定している。





























